＜インタビュー＞

羽鳥光俊OBN協議会会長　


(Q:先生のご出身は)

---------生まれたのは東京。育ったのも東京。ずっと東京でした。生まれた時、本籍が群馬県だったので卒業証書には群馬県出身になっていた。34年に東大にはいり、電気工学科に進んだ。

この頃はなかなか騒々しい時期でした。ドクターコースを出るときは大学紛争も激しく、たしか卒業式ができなかったこともあったなぁー。

しばらくは若い若いとずっときていたが、いつのまにか退官、名誉教授になってしまったよ。

当時は電気工学科と電子工学科があり、私は電気工学に入った。なかなか花形の学科で志望者も多く,一年前より定員枠が増えていた。

しかし、平成3年より電子情報工学科教授

として講義していました。

（Q:その頃大学では情報通信の分野が少なかったのでは）

------------いや、ダイオード・トランジスタ・真空管等の分野の進歩が激しく大学でも通信の方向を増やしたい意向であった。学科を増やすことは難かしかったので、われわれも動いて中身をいじっ

　メンバー紹介（第1回）
て増やしていったような感じです。

その後時代の要請もあって、結局真っ先に電子工学科を増やしていただいたのです。

(Q:先生が光の方向に入りましたきっかけは)

------------電電公社さんに技術委員会というのがあって,月に1度くらいの割で部会を開いていた。

その線路部会（ほかに鋼管･伝送等があったが）に委員の1人として、入れていただいた。

たしか,この委員会では大学から入ったのは初めてでした。非常に面白いなと思いました。たしか、昭和５７年か58年だったと思うが。公社さんもFiber to the Homeの方向に進むと決心していった時だったと思います。

それから、光Fiberに入っていき、JIS化とか標準化とかの委員をやり、テレビ･放送の分野や電波無線の分野でもいろいろの委員をつぎつぎとやってまいりましたが。

（Q:今年5月に電子情報通信学会の会長に就任されましたが）

------------5月28日の総会で決まったんだが、引継ぎの講演を40分頼まれ苦労しました。先輩たちが築いてこられた教訓も大事にしたいし,近未来に予定される改革が実質的に実りあるようにしたいし、この状況のなかで学会をどう継続してやっていくか。いろいろ苦労している。

とりわけ若い人にも魅力ある学会にしたい。＊

（Q:今後の光無線については）

------------電波について言うならば、波長がきまっている。あとから入れない。という「この指とまれ」効果で大きく伸びた。しかもニーズがあった。ただし、今後は混んできており、次の対策が必要ですね。

光については、使えれば使おうかという状況であり、便利さを引き出すことを考える必要があるのでは。例えば、光の波長を並べる。Defect標準をつくる。とかして「電波もあるけど、光もあるさ」という状態に持っていく。

OBN協議会でも、他ルートとの切り替え方法を検討してみたらどうかな。
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（先生,本日はお忙しい中、どうもありがとうございました）

＊記念講演は学会誌の7月号に掲載されております。当会では特に先生より原稿を頂きました。科学技術重点戦略プロジェクトのうち情報通信分野のなかで「いよいよ光ネットワークの時代」として各種の通信分野の発展を述べていますが、光無線についても少し書かれています。また、先生のお好きなワインやトマトを引用した文章もあります。

会員の方でご希望の方はご連絡ください。（聞き手：黒川）

羽鳥先生略歴
昭和３８年　　東京大学工学部電気工学科卒業

同　４３年　　同大学院博士課程終了　工博

〃　４３年　　東京大学工学部電気工学科講師

〃　４４年　　同助教授

〃　６１年　　〃教授（電気通信工学第一講座）

平成　３年　　東京大学工学部電子情報工学科教

              授（情報通信原論講座）

〃　１１年　　文部省学術情報センター教授

　　　　　　　研究主幹併任

　　〃　　　　東京大学名譽教授

〃　１２年　　国立情報学研究所　情報メディア

　　　　　　　研究系　教授

　専門　　　　情報通信工学・放送工学

＊主なる委員略歴

内閣府　　総合科学技術会議

総務省　　情報通信審議会次世代移動通信方式委

　　　　　員会委員長　ほか１２委員会

経済産業省「IT　from　the　home」推進研究

　　　　　　会委員長

郵政省電気通信技術審議会　　標準化政策部会長　

　　　　　　ほか１９委員会

郵政省　　音声放送技術研究会座長　ほか２９委

　　　　　員会

国土庁　　国土審議会特別委員

文部省　　日本ユネスコ国内委員会調査委員

その他官公庁自治体　１５委員会

NTT　　電気通信技術委員会

NHK　　放送技術審議会　　ほか５委員かい

その他団体委員多数。

· 主なる賞･表彰

電子通信情報学会業績賞　３度.。　同論文賞　　　　　　　　

　　　　同功績賞

テレビジョン学会業績賞　同論文賞

情報化推進郵政大臣表彰（平成２年）

情報通信月間（１３年）　電波の日（１４年）総理大臣表彰　NHK放送文化賞（１１年）

その他受賞多数。

